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研究成果の概要（和文）：英語教育の大きな目的の1つは，「自律した学習者」の育成である。しかし，どのよ
うに学習者の自律を測定・評価するかについては，実証的な検討が必ずしも十分ではない。本研究の目的は，学
習者が自律的に英語学習に取り組み，成果を上げるメカニズムを理論実証的に解明することである。具体的に
は，（1）3つの異なる観点から自律した学習者を測定・評価する「自律性診断基準尺度」の開発とその妥当性を
検証し，（2）実際に教育介入を伴う調査等を通じて，自律的に英語学習に取り組み成果を上げる学習者をいく
つかの観点から統合的に捉え，学習者の特性に基づいた新たな学習支援のあり方について検討した。

研究成果の概要（英文）：Learner autonomy in second/foreign language learning has been intensely 
investigated for decades. However, despite several practical studies on fostering autonomy, very 
little has been researched or published on “measuring” autonomy empirically. This study therefore 
has a two-fold objective: (1) to develop and validate an instrument (Autonomy Diagnosis Scale: ADS) 
to measure multidimensional aspects of autonomy (Study 1 and 2), and (2) to investigate 
developmental changes in learners’ autonomy profiles employing the instrument developed in the 
previous studies (Study 3). The results concluded that practitioners might consider devoting 
additional attention to improving learning content to enable students assume more responsibility for
 their learning.

研究分野： 応用言語学，第二言語習得研究

キーワード： 第二言語習得　自律学習　動機づけ　学習方略　学習内容　個人差

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究の結果，学習者の自律性が発達・変化するプロセスにはいくつかのパターンがあること，別の言い方をすれ
ば，学習者の自律性を高めるためのフィードバックの効果には個人差があること，さらに自律性が変化・発達す
るには学習内容に対する認識が重要な役割を果たしていることが明らかとなった。学習内容に着目した研究・実
践を行うことにより，実際の学習や指導に対して，これまで以上に具体的な示唆やアドバイスが可能になるもの
と期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 英語教育の大きな目的の 1 つとして，「自律した学習者」（autonomous learner）の育成を目
指すことに異論をはさむ余地はない。英語を含めた外国語の習得にはそもそも長い時間がかか
るものであり，学校教育を超えて生涯にわたって学び続ける態度を育てるためには，自律学習の
視点が大いに役立つ。さらに近年，海外において広く注目されている「ヨーロッパ言語共通参照
枠」（CEFR）やそれに準拠して開発された「英語能力到達度指標」（CEFR-J）においても，自
律した学習者の考え方が色濃く反映されている。では，このような社会的，あるいは学問的関心
の高まりが見られる自律学習という概念に対して，私たちは具体的なイメージを共有できてい
るだろうか。例えば，自律した学習者を目指す，あるいは育てるといった場合，そもそも自律学
習とは何かといった理解が不可欠なはずである。 

 

２．研究の目的 

 本研究では上記のような問題意識のもと，自律学習の先導的研究者である Phil Benson の枠
組み（Benson, 2001, 2011）を参考とし，学習者が自律的に英語学習に取り組み，成果を上げる
メカニズムを理論実証的に解明することを試みる。そこでは自律した英語学習者を 3 つの観点
（動機づけ，学習方略，学習内容）から統合的に捉えることにより，自律の発達プロセスをより
立体的・全体的に理解することを目指す。このような目的を達成するために，本研究では以下，
3 つの調査を実施した。すなわち，（1）3 つの異なる観点から自律した学習者を測定・評価する
「自律性診断基準尺度」の開発，（2）先に開発した尺度の妥当性（基準関連妥当性）の検証，（3）
尺度を用いた教育実践的介入とその効果検証，である。以下では，各調査の概要について順に説
明・報告する。 

 

３．研究の方法 

３．１ 調査１ 

（１）研究目的 
 3つの異なる観点（動機づけ，学習方略，学習内容）から自律した学習者を測定・評価する「自
律性診断基準尺度」を開発する。 
 
（２）調査協力者ならびに調査手続き 
 調査協力者は関東近郊の私立校普通科に通う高校 1，2 年生（計 118 名; 男子 68 名，女子 50
名）であり，協力者による質問紙尺度への回答は，各教室内で集団的に実施された。 
 
（３）質問紙 
 質問紙尺度の作成に当たって，動機づけ（16項目），学習方略（12項目）についてはこれまで
に発表されている先行研究を参考とし（例: Dörnyei, 2001; Hiromori, 2009; JACET学習ストラ
テジー研究会, 2006; Oxford, 2011），学習内容（8項目）については適切な先行研究が存在しなか
ったため，本研究用に新たに用意した。なお，評定は 7件法で回答を求めるように作成した。 
 
（４）分析方法 
 分析に当たっては，記述統計量の算出や探索的因子分析などには IBM SPSS Statistics 22，
検証的因子分析には IBM SPSS Amos 20をそれぞれ用いた。 
 
３．２ 調査２ 

（１）研究目的 
 調査 1で開発した「自律性診断基準尺度」の妥当性（基準関連妥当性）の検証を通じて，当該
尺度の精緻化を図る。 
 
（２）調査協力者ならびに調査手続き 
 調査協力者は，調査 1と同じ関東近郊の私立校普通科に通う高校 1，2年生（計 118名; 男子 68
名，女子 50名）であった。なお，調査 1と調査 2は別の時期に各教室内で集団的に実施された。 
 
（３）質問紙 
 調査 1 を通じて，当初，合計 36 項目あった質問紙尺度から，学習方略 2 項目，学習内容 2項
目を削除した計 32項目の尺度を用いた。なお，評定は調査 1と同じく，7件法で回答を求めた。 
 
（４）分析方法 
 調査 2では，先に開発した尺度の妥当性検証を行った。妥当性にはいくつかの概念が含まれる
が，調査 1では先行研究の体系的な調査・検討を通じて内容的妥当性，さらに探索的・検証的因
子分析の実施を通じて構成概念妥当性についてある程度確認できたことを踏まえ，ここでは基
準関連妥当性の検証を行った。 
 具体的に，本調査では授業外での自主学習時間，ならびに学力を外部基準の指標として取り上
げた。すなわち，自律性の程度が高ければ高いほど，授業外で自主的に学習する傾向が高くなり，
結果として学力（本調査の場合，英語力）も向上すると仮説を立てた。そこで，尺度によって得



られる自律性の各指標と自主的な学習時間（一週間当たりの授業外での平均学習時間），英語力
（「1全く得意ではないと思う」から「5とても得意な方だと思う」の 5段階評定を用いた自己評
価）の間には正の相関が見られるかどうかを検証した。 
 
３．３ 調査３ 
（１）研究目的 
 調査 1，調査 2 で得られた成果を踏まえ，調査 3 では実際に教育介入を伴う実践研究を通じ
て，自律的に英語学習に取り組み成果を上げる学習者をいくつかの観点から統合的に捉え，学習
者の特性に基づいた新たな学習支援のあり方について検討する。 
 
（２）調査協力者ならびに調査手続き 
 調査協力者は，調査 1，調査 2に参加した協力者とは異なる，都内の私立校普通科に通う高校
1 年生（計 10名; 男子 4名，女子 6 名）であった。教育介入に先立ち，調査への参加・協力は
任意であること，調査結果（研究論文など）から個人が特定されることはないこと，また学校で
の成績には一切関係しないことなどが説明された。 
 
（３）質問紙，フィードバック表 
 調査 1，調査 2を通じて開発した質問紙尺度「自律性診断基準尺度」を用いた。尺度の内容は，
動機づけ（16 項目），学習方略（10 項目），学習内容（6 項目），計 32 項目から構成された。な
お，評定は調査 1，調査 2と同様，7件法で回答を求めるようにした。 
 調査 3では上記に加え，質問紙尺度への回答結果に基づいたフィードバック表を作成した。フ
ィードバック表は教育介入前（プレテスト）の質問紙尺度による診断結果に基づき，個々の調査
協力者向けに作成し，教員による口頭での簡単な説明（フィードバック表の見方）とともに配布
した。フィードバックの内容は，自律学習の 3観点（動機づけ，学習方略，学習内容）から，個
人の結果と協力者全体の平均を比較し，「あなたの長所」，「あなたの短所（改善点）」という形でま
とめた。また長所・短所に加え，短所を改善するためにはどうすれば良いのかということにも言及
し，口頭での説明時には書かれていることを意識して今後の学習に取り組むように指示した。 
 
（４）調査手順 
 調査は教育介入前後の 2時点の変化を比較・検討するプレ・ポストデザインを採用した。プレ
テストとポストテストは，調査協力者のクラス担任がホームルーム内に実施した（所要時間は約
10分間）。フィードバックは個別面談の形式で，1人につき 5分程度で行った。また，ポストテス
トの結果，顕著な変化を見せた 2名の参加者に対しては，個別にインタビュー調査を実施した。 
 
（５）分析方法 
 調査 3では，はじめに教育介入前後のプレテスト，ポストテストそれぞれにおける結果の全体
傾向を把握した。続けて，類似した自律的特性を示した学習者群をプロファイリングし，それぞれ
のグループの 3観点の状況を検討した。具体的な分析方法としては，クラスター分析を利用した。 
 クラスター分析とは，お互いに似ているもの同士を 1 つのかたまり（cluster）にまとめ，グ
ループ化することを可能にする統計的手法である（Aldenderfer & Blashfield, 1984）。例えば，
図 1に見られるように，学習者の中には動機づけ，学習方略，学習内容ともにバランスよく発達
させている学習者もいれば，それとは異なったパターンで成果を上げている学習者（あるいは思
ったような成果を上げられていない学習者）がいるはずである。 

 

 
図 1: 自律した学習者に見られるいくつかのパターン（概念的なイメージ図） 

 

 本研究では，クラスター分析の手法を用い，多様なパターンから学習者像を捉えるととも
に，彼らの特徴的な発達・変化を明らかにする。その中で，とくに自律性の発達が確認され
た 2 名の学習者に対してはインタビューを行い，なぜ，どのようにその協力者が自律性を高
めたのかについて検討する。 
 
４．研究成果 
４．１ 調査１ 
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（3）適切な学習内容を取捨選択したパターン



 分析の結果から得られた各尺度項目の平均，標準偏差，α係数，ならびに検証的因子分析の結
果（因子間相関）を簡潔にまとめたものを表 1に示す。 
 

表 1:「自律性診断基準尺度」における平均，標準偏差，α係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 各下位尺度の信頼性係数（α係数）は.87～.93，適合度指標は GFI = .998, AGFI = .987, CFI 
= 1.000, RMSEA = .000であり，モデルはデータを十分に説明していることが確認された。 
 
４．２ 調査２ 
（1）自主的な学習時間 
 学習時間の長さの平均，標準偏差を基準に，学習者を下位群（n = 38），中位群（n = 46），上
位群（n = 34）に分類した。分類結果の妥当性を検証するに当たっては，一元配置の分散分析を
実施した（F (2, 115) = 176.73, p = .00）。図 2は学習時間の下位群（0時間; 38名），中位群
（0.5～1時間; 46名），上位群（2～7時間; 34名）それぞれにおける自律性の程度をまとめた
ものである。図から明らかなように，自主的な学習時間が長くなればなるほど，自律性の程度も
高くなることが確認できる。 
 
（2）英語力 
 上記に倣い，英語力についても同様の分析を行った。英語力の自己評定の平均，標準偏差を基
準に，学習者を下位群（n = 61），中位群（n = 25），上位群（n = 32）に分類した。分類結果の
妥当性を検証するに当たっては，一元配置の分散分析を実施した（F (2, 115) = 428.96, p 
= .00）。図 3は，英語力の下位群（1，あるいは 2; 61名），中位群（3; 25名），上位群（4，あ
るいは 5; 32 名）それぞれにおける自律性の程度をまとめたものである。図から明らかなよう
に，英語力の自己評定に比例して自律性の程度も高くなることが確認できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     図 2: 自主的な学習時間と自律性の関係             図 3: 英語力と自律性の関係 
 
 以上の結果から，自律性の程度が高ければ高いほど，授業外で自主的に学習する傾向が高くな
り，結果として学力（本調査の場合，英語力）も向上するという仮説はいずれも支持された。す
なわち，「自律性診断基準尺度」は学習者の自律性の高さを測定・評価する上で十分な妥当性を
持った尺度であると考えられる。以下に続く調査 3では，実際に教育実践的介入を伴う調査を通
じて，このことを実証的に検討していく。 
 

質問項目例 平均 標準偏差 α 係数 

第 1 因子: 動機づけ（計 16 項目） 4.07 0.86 .87 

例 1: 取り組んでいる課題と関係のないことは忘れるようにする。     

例 2. 自分なら出来るはずだと言い聞かせながら勉強している。     

第 2 因子: 学習方略（計 10 項目） 4.04 1.09 .89 

例 1: 学習開始時には，まず目標を設定する。    

例 2. 用いた学習方法は適切だったか評価する。    

第 3 因子: 学習内容（計 6 項目） 4.01 1.33 .93 

例 1: 自分に合った学習内容(例: 問題集，参考書)で勉強している。    

例 2: どんなことを勉強したいか，はっきりとした意見を持っている。    

因子間相関      第 1 第 2 第 3 

第 1 因子（動機づけ） －   

第 2 因子（学習方略） .71** －  

第 3 因子（学習内容） .68** .79** － 

 



４．３ 調査３ 
（1）全体傾向に焦点を当てた分析 
 教育介入の前後，すなわち，プレテスト（教育介入前）とポストテスト（教育介入後）におけ
る各下位尺度平均の変化を調べたところ，いずれの下位尺度ともごくわずかな上昇傾向が見ら
れたものの，統計的に有意な変化は見られなかった（動機づけ: t = -0.28, p = .79, 学習方
略: t = -0.68, p = .51, 学習内容: t = -0.10, p = .92）。 
 
（2）個人差に焦点を当てた分析 
 つぎに，自律傾向の異なる学習者群に対する介入効果を検証するために，プレテスト，ポスト
テストの結果を用いて，クラスター分析（平方ユークリッド距離，ウォード法）を実施した。そ
の結果，調査 3 の協力者である高校 1年生 10 名は，プレテスト，ポストテストともに自律傾向
の異なる 3つのクラスター（グループ）に分けるのが適当と判断された。クラスター分析によっ
て得られた結果の妥当性を検討するに当たっては，各下位尺度において一元配置の分散分析を
行った。その結果，すべてのクラスター間に統計的に有意な差があることが示された。 
 ここで，自律の 3要因ごとの傾向を，平均に基づき便宜上，L(ow)（平均 1～3: 3は含まない），
M(edium)（平均 3～5: 5は含まない），H(igh)（平均 5～7）で表すと，介入前（Initial Profiles）
と介入後（Final Profiles）の各協力者は以下のように特徴づけられる。 
 

表 2: 個々の対象者における介入前後の変化のまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 教育介入前には，自律性のどの観点も平均 3 未満であった学習者（LLL）が 1名見られた（各
下位尺度の平均は動機づけ 2.19，学習方略 1.25，学習内容 1.75）。また，3要因がそれぞれ平均
3～5のレンジにあった学習者（MMM）が 6名，動機づけと学習方略は平均 3～5，学習内容の平均
は 5～7 のレンジにあった学習者（MMH）が 1 名いた。介入後には，3 要因がそれぞれ平均 5～7
であった学習者 1名（HHH），それぞれ平均 3～5 であった学習者 7名（MMM），動機づけと学習方
略は平均 3～5，学習内容の平均は 1～3のレンジにあった学習者（MML）が 2名いた。 
 全般的に自律性の上昇が見られた 2名の学習者（協力者 4，10）に対してはインタビュー調査
を実施したところ，目標設定や動機づけなど「なぜ」（why）学習するのかを考えることが，自分
にとって「何を」（what）勉強することが必要なのか，あるいは「どのように」（how）学習すべ
きかを考えるきっかけとなることが示唆された。すなわち，学習者の自律性は 3要因が相互に関
連し合いながら統合的に高まるものだと考えられる。このことは，調査 1において，3要因の間
に強い相関（r = .68～.79）が見られたことにも通じるものである。 
 
 Benson（2001, 2011）は自律を「自らの学習をコントロールする能力」とし，そのコントロー
ルする対象として 3要因（動機づけ，学習方略，学習内容）を挙げているが，なかでも，自ら学
習内容をコントロールする力を「学習における自律の根本的な要素」（fundamental to autonomy 
in learning）と位置づけている（Benson, 2011, p. 112）。一方，現状の自律学習研究はそのよ
うな主張と乖離している。これまでの主要な研究では，例えば動機づけや学習方略に焦点を当て，
効果的な外国語学習・指導への示唆を得ようとしてきた。その際，学習者が学ぶ素材・教材（す
なわち学習内容）はどちらかと言えば外的な要因として扱われてきた。しかし，これまで見てき
たように，実際の教室場面では学習内容と動機づけ，学習方略は密接に関連した相互作用的なも
のであり，一方を他方から切り離して考えることはできない。例えば，対象となる学習内容にマ
ッチした学習方法，その学習素材・教材の特性に見合った学習方略というものがあるはずであり，
学習者は何もない状態で学習方略を選択・使用しているわけではない。したがって，今後の研究
では動機づけ，学習方略だけでなく，これまで以上に学習内容そのものにも目を向けていく必要が
ある。そうすることによって，実際の学習や指導に対して，より具体的な示唆やアドバイスが可能
になるものと期待される。 

対象者 ID 介入前  介入後 変化の概要 

1 MMM → MML 下降（学習内容） 

2 MMM → MMM 維持 

3 MMH → MMM 下降（学習内容） 

4 LLL → MMM 上昇（全般） 

5 MMH → MMM 下降（学習内容） 

6 MMM → MMM 維持 

7 MMM → MMM 維持 

8 MMH → MML 下降（学習内容） 

9 MMM → MMM 維持 

10 MMM → HHH 上昇（全般） 
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